
1

　  

 
会 議 名 令和７年度　第５回　匝瑳市地域公共交通活性化協議会

 
日 時 令和８年３月１８日（水）　１４：００～１５：００

 
場 所 市民ふれあいセンター　２階会議室

 

出 席 者

【委員】 

（出席：１７名）　 

長田会長、藤井副会長、江波戸委員、林（鉄）委員、林（雅）委員、梅田委員（代理

出席：佐伯氏）、田中委員、崎山委員、秦野委員、高山委員、佐久間委員、橋口委員、福

浪委員、伊藤（昌）委員（代理出席：大上氏）、伊藤（賢）委員、河田委員、木内委員 

（欠席：４名） 

　笹本委員、成田委員、越川委員、三瓶委員 

【事務局】 

　匝瑳市環境生活課　岩瀬環境生活課長、市民協働班　椎名統括、米本主査補

 

会 議 概 要

１　開会 

２　会長あいさつ 

３　議事 

(1)　匝瑳市地域公共交通活性化協議会令和８年度予算(案)について 

　(2)　匝瑳市地域公共交通活性化協議会令和８年度スケジュール(案)について 

　４　報告 

(1)　デマンド型交通の利用状況について 

(2)　匝瑳市地域交通利用料助成事業について 

　５　その他 

６　閉会

 

会 議 資 料

資料１　　匝瑳市地域公共交通活性化協議会委員名簿 

資料２　　令和８年度匝瑳市地域公共交通活性化協議会予算(案) 

資料３　　令和８年度匝瑳市地域公共交通活性化協議会スケジュール(案)  

資料４　　匝瑳市デマンド型交通利用者登録状況等報告書 

資料５　　匝瑳市地域交通利用料助成事業について 

参考資料　匝瑳市地域公共交通計画に掲載された事業の実施状況
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会議結果概要 

【議事】 

(1)　匝瑳市地域公共交通活性化協議会令和８年度予算(案)について 

　 資料２について事務局から説明後、質疑応答 

 

(2)　匝瑳市地域公共交通活性化協議会令和８年度スケジュール(案)について 

　 資料３、参考資料について事務局から説明後、質疑応答 

 会 長 ・　事務局の説明が終わりました。御意見、御質問等がございましたら、お願い

いたします。

 会 長 ・　それでは、御意見、御質問がないようでしたら、質疑を打ち切らせていただ

きます。本件につきましては、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

 委 員 一 同 ・　異議なし。

 会 長 ・　ありがとうございます。続いて、議事２に移ります。

 会 長 ・　事務局の説明が終わりました。御意見、御質問等がございましたら、お願い

いたします。

 委 員 ・　14 事業のうち 13 ということで、運転手の確保の取り組みをご説明いただき

ました。本来、事業者がしっかりやらなければいけないんですが、皆さんもご

承知の通り、人材確保というところ厳しいものがあると思います。この取り組

みは本当にありがたく、7年度も企業合同説明会を開催いただきました。引き

続き皆さんにご支援をいただきまして、しっかり運転手を確保させていただい

て、しっかり市民の皆さんの足を確保して頑張りたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いします。

 委 員 ・　8 年度事業を説明いただいたんですけど、8年度に新しく実施するものがあ

れば、もう一度説明をいただきたい。

 事 務 局 ・　8年度に新たに実施する事業につきましては、事業 11商業施設などとの連携 

サービスの導入になります。参考資料において、こちらの事業につきましては 

8 年度に新たに丸を付けさせていただいておりますので、8年度に導入したいと 

考えております。まずは市の商工部門と協議して、実施内容、開催時期、期間、 

どちらの企業で実施するか、大型の店舗でやるのか、それとも市内の商業施設 

を選定するのかを協議した上で交渉及び導入を行いたいと思います。また、一 

定の期間夏休みだったり、盆中だったり、そういった一定の期間で、市内循環 

バス利用者の方向けで、片道乗車券もしくはその金額分である 200 円相当分の 

ポイント付与などを今のところ想定しております。また、負担を大型店舗さん 

などに協力をいただきたいと考えております。

 副 会 長 ・　他の自治体さんでは、サポーター支援という制度の中で事業を運営している

というパターンが結構あります。その中でも、例えば大型小売店舗さんイオン

さんだとか、そういったところと、直接に契約を結んで、利用客に対して、1000

円以上とか 2000 円以上の買い物をした場合、1000 円の場合には片道の 200 円

を 2000 円以上の場合には往復 400 円とかですね。制度をきちんと提携して運用

しているというパターンなんですが、今のお話だと、これから商工会さん等を

含めて検討するということで、そういうことは、どのように行うか具体的なイ
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 メージと夏休み期間中に行うという話だったのですが、こういった形で実施す

るといったような報告は、この協議会の中で、この 6月の協議会には報告いた

だけるのか。そのスケジュール感をですね。やりましたという形の事後報告を

受けるのか、あるいはこういう制度を何のためにということで、循環バスの利

用支援という形で促進事業の一環としてやりますとか、そういった位置づけで

運用するのでとか、なんか理由がきっとあるはずだと思うので、その辺の趣旨

に則った形の中でどういう支援体制を組んだのかといったところは、会議体で

報告されることが必要ではないかと思うんですね。そういった面でどうしても

この会議体に載らないということであれば、書面で通知して運用していかない

といけない範疇だと思いますので、それも事務局は、まだ決まっていないよう

なので、それを含めて進んでいただけるといいなと思います。

 会 長 ・　この連携サービスは、まだ詳細が決まっていないということでしたけれども、

この協議会で、どのようなことをやるのかとか、進捗であったり、結果であっ

たりをご報告、スケジュールまで載せないようなお話ではありますけど、回答

いただけることはありますか。

 事 務 局 ・　スケジュール案には載っていないんですが、事業 11の進捗状況につきまして

は、こちらの開催する協議会の中、もしくは書面開催そういったもので、委員

の方には実施前と実施後の結果について周知の方をさせていただきたいと思っ

ております。

 会 長 ・　はい、まだ決まっていないので、ご意見踏まえて、進めるようにしていただ

ければと思います。

 委 員 ・　事業 11 のお話なんですが、先ほど要件というようなお話もあったので、それ

が割引に当たるのかどうかによって、道路の走行上手続きが必要だったり、必

要なかったりすると思いますので、ある程度具体的になってからでもいいので、

やりたいことをご相談いただきたいと思いますので、もし運賃等いろいろなこ

とをやるのであれば、事前にご相談いただければと思います。

 会 長 ・　分かりました。事務局は手続きや確認を忘れないように。

 委 員 ・　先ほど委員の方からもお話がありました。運転手の確保と整備士について課

題となっております。今、会社と組合とですね、労使で協議しながら、人員確

保に向けて取り組んでまして、ちょうど今春闘の時期で、賃金を上げていかな

いと人を確保できないというところで、今取り組んでいる真っ最中です。昨年

についても 5%以上の賃上げをしまして、その分やっぱり運賃を上げていかない

と。ＪＲさんがこの間運賃の値上げがありましたけど、バス運賃もやっぱり上

げていかないと、なかなか公共交通の維持が難しくなっているというところで、

これはあくまでも現状の報告ということで、皆さん共有していただければなと

思います。よろしくお願いします。

 委 員 ・　3月 16 日にタクシー運賃につきまして、労働条件の改善ということで、10%

の値上げをさせていただきました。現行の初乗り 500 円、一定距離ごとに 100

円加算は変更ないんですが、距離の短縮という形で、今回値上げをしました。 

引き続き、サービス向上、労働条件の改善、人材をしっかり確保するという取

り組みを協会委員として、していきたいと思います。どうぞよろしくお願いし
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 ます。

 委 員 ・　労働者さん、タクシーサービス、どちらも値上げの話はわかりました。気に

なったのですが、今回また事業 11 の話になってしまうんですが、割引を考えら

れているっていうところで先ほどお話があったのですが、割り引いた分は誰が

負担するのですか。市が負担するんですか、事業者が負担するんですかってい

うところがちょっと今あの賃上げっていうところと下げるところで、ちょっと

気になったので、お伺いさせていただければと。

 事 務 局 ・　いくら以上で何ポイントみたいな形で交渉しようかなと考えております。で

すので、事業者の負担で、市内循環バスを利用したという証明書をお渡しして、

そちらを持って、店舗さんに見せて、3000 円以上購入することで、店舗さんで

活用しているそのポイントを 200 円付与していただけないかなと。 今のところ

考えております。交通事業者ではなく、店舗（事業者）さんの負担です。

 委 員 ・　事業 11 の関係なんですけれども、今いろんな方々からご質問とかあって、ふ

と思ったのが、 あくまでもこれについては、既に循環バスの利用ができるとこ

ろ、まず一点目はその認識でよろしいのかどうか。各ルートについては、変更

を、例えば極端な話ですけども、どこどこというところに行くためにルート変

更等があるのかどうか、そういった店舗を利用するのにあたって。なぜならば

今の 5路線が全てその 1箇所というか、目的地というか、目的店舗等に行き会

わなければあまり利用頻度というのは高くならないのかなというのが見られる

ので、まずその辺についても、もし、まだこれから検討なのかもしれないので

すが、その辺についてを回答できる範囲でお願いしたいです。

 事 務 局 ・　基本的には場所もこれからという事で、特に今年にルート変更することもな

いです。

 委 員 ・　特段ルート等の変更もないし、そういうことでやっていくというふうになっ

た時にある程度の活性化を狙うため、利用を上げるためには、やはり 5路線が

クロスしているような場所の近くにある店舗等を検討しなければならないとい

うふうになってくると、まあ、当然ある程度の、この辺だろうなっていうのは

出てくるのだろうと思いますけれども、先ほども皆さんから出ていますので、

早めに事業計画の方を具現化していただいて、まずは参考でもいいので皆さん

に通知の方をいただけると幸いかなと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。

 副 会 長 ・　そもそもこの商業制の連携サービスで公共交通のルールを変更するというこ

とはありえない話でございます。ですので、利用者にとってそのＯＤ（乗車地

と降車地）がきちんとしっかりしている形で、今循環バスが運営されているの

で、その基本はずらさないと、これは前提です。そういった時にこの連携とい

うキーワードのところ、先ほどサポーターでという言い方をしましたけれども、

やはり他の自治体さんがサポーター制度とか、あるいは、千葉県の南側のとこ

ろで入れていますが、デマンド交通にちょいそこサービスで、それを実際に色々

な企業さんが支援するということです。事業としてそれを交通の運行費のとこ

ろに加算していくやり方であったり、やっぱり制度設計をきちんとしておかな

いと、混乱の元になりますね。その中であの利用者が、どの路線が、この店に
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【報告】 

(1)　デマンド型交通の利用状況について 

　 資料４について事務局から説明後、質疑応答 

 行っていないからとかそういう議論ではなくて、循環している場所を支援する

ために、沿線にある企業さんでご協力いただけるところはどこですかという形

で、事務局の方で足を運んでいってお願いをして、協力していただけるところ

があれば、サポーターという形の中で続けてもらって、そこで店舗規模によっ

て、小さな買い回り品だけのところと、日用品のものとやっぱりその辺のとこ

ろで消費金額に差がありますので、サポーター制度の仕組みも当然変わってく

ると、そういった面では店舗ごとにどのような支援が受けられるかといったこ

とを協議する中で、それがこの公共交通の代表の中のサポーター制度という仕

組みの中できちんと動かすのに妥当かどうかというのは、本来はここの中で議

論して、そして運営をしていくっていうスタンスを取らないといけない。こう

いうものだと思います。まあ、今まだ何もないので、極端な話を言うとですの

で、これから制度設計をすればいいので、そういった面ではこういう方向性で

やりたいっていう明確なものを示していただくというのが大事かなと思いま

す。そうしませんと色々な思いが皆さん違った思いの中で違うものが動いてい

て、あれこんなんだったのっていうことになってしまう。法律上もこれ問題あ

るということにもなりかねない話になりますので、その辺は諮ってきていただ

ければと思います。やり方によっては、お客さん、買い物した人にチケットベ

ースで返すかというのもあれば、あるいは、企業さんがこの公共交通会議の支

援事業として、この循環バスの支援のために年間 10 万円を支払いますとか、そ

ういう扱いをやっているところもあります。ですので、どこを目指しているの

か、そういったところも明確にして運用してもらえるといいかなと思います。

 事 務 局 ・　貴重なご意見ありがとうございました。いずれにせよ、まだ本構想、これか

らという形ですので、今のご意見を参考にさせていただきまして、これから循

環バスの活性化につながるような形で、また、公共交通の絡みだけではなく、

商工部門の発展の部分も微力ながらできればと考えておりますので、そういっ

たところでやらせていただきたいと思います。

 会 長 ・　その他、御意見、御質問はございますか。それでは、御意見、御質問がない

ようでしたら、質疑を打ち切らせていただきます。本件につきましては、原案

のとおり決することに御異議ありませんか。

 委 員 一 同 ・　異議なし。

 会 長 ・　ありがとうございます。続いて、報告１に移ります。

 会 長 ・　事務局の説明が終わりました。御意見、御質問等がございましたら、お願い

いたします。

 委 員 ・　利用率が全体で 37.6%という形で出ているのですが、登録者 855 人のうち約

6 割に使われてないという状況かと思うんですけども、先ほどもこういった使

っていない方に使ってくださいとご案内したっていう話は伺ったんですけど、

デマンド型交通を使う、促進するという形で何らかの働きかけをしているので
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(2)　匝瑳市地域交通利用料助成事業について 

　 資料５について事務局から説明後、質疑応答 

 しょうか。その辺のところがあれば教えていただきたい。 あと、なんで乗って

いないかという理由がもし分かれば、その辺のところもお願いしたい。

 事 務 局 ・　令和7年 3月 31日までの利用状況と登録状況を集計の方をさせていただきま

して、登録して、令和 7年 3月 31 日までに 1回も利用してない方向けには、令

和 7年 5月に利用案内のほうを再度送らせていただきました。また、もし登録

証を無くしてしまったり、利用の仕方がわからない場合、お問い合わせくださ

いということで、案内のほうも通知させていただきました。ただ、使っていな

い理由についてはすいませんが、把握していないです。

 委 員 ・　ありがとうございます。利用が一日あたり（北部と南部の合計）23 人くらい

ということで、当初の目標に近づいてきてるというのは一点だと思うんですけ

ども、やはりせっかく登録していただいたのに、使っていただいていない方が

いるというのは、もったいないので、その辺の掘り起こしもしてもいいのかな

と思い、質問させていただきました。ありがとうございました。

 副 会 長 ・　あの、今の点なんですけど、他の自治体も基本的に登録した後、実利用者と 

いうそのパーセンテージは極めて低いです。 やはりあれば安心で登録してお 

く。登録しておかないと使えないことですから。それから、特にあの都市部と 

地方部ではだいぶ印象が違っていて、地方の場合には、どちらかというと、家 

族、まあ労働世代とか同居老人の方こちら難しいんですが、ご近所の方、そう 

いったところの協力体制、買い物に行くけど、一緒にどうといったような関係 

性が成り立つようなところは登録してあったとしても使っていないパターン、 

これがやっぱり非常に多いですね。ですので、34パーセント位の利用者がある 

というのは逆にしっかり利用されているという数字として、私は見ていいかな 

という気はします。登録している割合とほとんど使っていない割合ですが、現 

実には他の自治体でもっとこれ以上あるというところだけ、お伝えしておきた 

いと思います。

 会 長 ・　その他、御意見、御質問はございますか。それでは、御意見、御質問がない

ようでしたら、質疑を打ち切らせていただきます。続いて、報告２に移ります。

 会 長 ・　事務局の説明が終わりました。御意見、御質問等がございましたら、お願い

いたします。

 副 会 長 ・　先ほどの登録者の話をしますけれども、地域全域でやっているところで利用 

者、利用率っていうところでは高いと、地域限定でやっているところだと 70% 

を超えるところがありますので、説明不足でしたので、財政難で非常に限定さ 

れた形の議論がされること、それぞれはもうやむなしかなと思っているのです 

が、この影響がどう出るかといったようなことを。事務局として、この後に検 

討される予定があるといったところでお話をさせていただきますが、24枚にな 

ると、その中では 67.6%が使用率で残りは使っていないですという話がござい 

ました。まあ、地域別に使っていない割合等が、まあどういう形で発生してい 

るのかも、そもそもデマンド交通が 500 円で今運用されていますよね。 その中 
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 で遠いところだと、3000 円とか 4000 円かかるようなタクシー料金がかかって 

いる所の人達のデマンド利用率といったところが、そうして、上がってくると 

いうのは本来は期待されるとこですけど、先ほどの報告で見ていても、まあ数 

年こう安定しながらずっとデマンド交通は地域に根づいた形で大きな変動もせ 

ず、利用状況が地味に伸びてきている。そういった中で、そちらについては現 

状対応として問題ないなと思っているのですが、こういう形で、タクシー券と 

デマンド交通は運賃を別っていう形で運用している中で、そのタクシー運賃と 

いったようなものに対する補助が減ったことによって、デマンド交通への影響 

といったところが、どういう形で広がってくるのか、それによってその高額か 

かるようなところは逆に迎えに行く時に時間がかかるので、中央地区等での利 

用率が上がってしまうと、周辺の地域のところになかなか伺うことができない。 

こういった問題が出てきてしまうと、なったときに本来どういう使い方をされ 

ているのか、これによる影響があるのかないのかは、やはり検討しないといけ 

ないと思います。それと、タクシー事業者さんが一事業者さん廃業されたと冒 

頭でありました。その影響がどういう形で出るかとか、一般タクシーでも、稼 

働率そのものが上がってくれば問題ないのですが、運転士さんの不足に伴って 

稼働率そのものがなかなか上がらないとなってくるとお願いしても一般は立ち 

入らない。また、そうなってくると、デマンドに対する要望も高まってくると 

いうことで、今度はデマンドに対するお断り率が上がってくるとか、そういっ 

た連携した動き、連動した動きが出てくる可能性もあるので、一般タクシーの 

稼働率そのものがちゃんと継続的にフォローアップされてくるのかどうか、そ 

れとデマンド交通の動きとそれからこの地域交通利用券の地域別の運用のされ 

方といったようなものをやはり継続的に検討しておく必要性があるかなと思い 

ますので、その辺はお願いとかそういったことを事業者さんにせざるを得ない 

理由かなと思いますので、それにちょっと準備を検討して、そこが生じないよ 

うにという形で、また影響があればどんな影響があったのかといったようなこ 

とについても、ぜひこの会議体の中でですね、ご報告いただけるとありがたい 

なと思います。

 会 長 ・　今の藤井副会長からのご意見に関して、ご発言に関して、事務局から何かあ

りますか。

 事 務 局 ・　はい、貴重なご意見ありがとうございました。今回のタクシーチケットの枚

数の削減と八日市場タクシーさんのこのエリアからの撤退ということで、複数

の要因が絡んでおりますので、その影響については、各事業者の皆さんに申し

訳ありませんけど、またちょっといろいろご教授いただいて、何かしらの方法

でその影響を探っていきたいなと思っております。またそれが判明した場合に

はまたこちらの会議の方でご報告をさせていただいて、またそれに対してご意

見をいただきたいと思っておりますので、一つよろしくお願いします。

 委 員 ・　1社が事業廃止という結果になりました。 引き続き、ササモトと干潟タクシ

ーの２社で、市民の皆様に迷惑をかけないように頑張りたいと思っております

ので、よろしくお願いします。本当にこういう形で皆さんと共に地域の足の議

論をしている中で、事業者の撤退というところが大変心苦しい結果でございま
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(4)　その他 

 すが、引き続きタクシー事業として頑張りたい。 特に今、しっかりタクシーが

稼働するというところについては、管理体制、あるいは運転手さんが核という

ところはもう十二分に承知しておりますので、その辺をしっかり推進して参り

たいと思います。少しご迷惑をおかけすることがあるかというふうには思いま

すが、どうぞよろしくお願いします。

 会 長 ・　その他、御意見、御質問はございますか。それでは、御意見、御質問がない

ようでしたら、質疑を打ち切らせていただきます。続いて、その他に移ります。

 会 長 ・　その他、皆様から御意見、御質問等がございましたら、お願いいたします。

 委 員 ・　先ほど委員の方からもお話がありました。人材不足というお話をいただいた

んですけど、警察もすごく人材不足でありまして、既に千葉県警も定員割れし

ております。3月 6日から 3月 26日までの間、警察官募集活動をやっておりま

して、令和 8年の 5月 10 日に試験があります。もし皆様の身近な方にですね、

警察官を受けてみたいとか、もしお辞めになる方とかがですね、再就職という

ことで、年齢も 35 歳まで受けられるようになっておりますので、ぜひお声をか

けていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

 事 務 局 ・　次回協議会のスケジュールと内容についての確認。委員（監事）2人に決算監

査を依頼。 

・　協議会委員の R8.4.30 任期満了に伴う推薦依頼の確認。来月 4月に委員の推

薦を依頼予定。

 会 長 ・　その他、皆様から御意見、御質問等がございましたら、お願いいたします。

それでは、御意見、御質問等がないようでしたら、質疑を打ち切らせていただ

きます。以上で、全ての議事が終了いたしました。お疲れ様でした。


